

　　
改正の理由





平成１８年の埼玉県ふじみ野市市営プールにおける吸い込み事故を受け、大阪府では緊急時対応を終えているが、昨年国より安全と衛生に係る通知がなされたこと等を受け、遊泳場のより安全かつ衛生的な管理運営を目指し、改正を行う。





大阪府遊泳場条例の改正について





大阪府の遊泳場に関する規定（改正）





目的：「安全及び衛生に関する基準」の追加





指導指針（衛生措置等）





審査基準（許可時の基準）














　　　








　


　　　　


（いずれもH14.10.10改正）　











大阪府の遊泳場に関する規定（現在）





遊泳場条例（H12.4.1全部改正）





施　行　規　則





☆採暖槽等におけるレジオネラ属菌の問題





☆H18に埼玉県で循環水口の吸込事故





審査基準改正





安全・構造





衛　生





プールの定義を「公衆の遊泳に供する貯水槽の容量が５０㎥以上のものを有する施設を対象」とする。（第２条）


排水口の安全対策を全ての循環水の取り入れ口に対しても定義し安全対策を強化する。（第７条）


管理責任者・衛生管理者の制度を新設し、管理・運営体制の明確化を図る。（第９条）


残留塩素、水質検査、採暖槽におけるレジオネラ属菌の検査頻度を明記する。（第９条）


プールの使用開始又は再開の届出制を新設する。（第１３条）


☆ 詳細な構造基準・水質基準等は規則で定めることとする。





・措置基準は条例、規則に規定


・上記以外の項目は指針に規定





指導指針改正





・条例を受け構造基準の追加


・条例を受け措置基準の追加





施行規則改正





遊泳場条例改正案





・プールの定義の明確化


・採暖槽等規制(ﾚｼﾞｵﾈﾗ対策)


・構造基準、措置基準の追加





国の遊泳場に関する規定（現在）





法律による規制なし





・安全に関する事項の削除


・レジオネラ対策強化





遊泳用プールの基準について【H19.5.28改正】


※（厚生労働省生活衛生課長通知）





・排水口等の安全対策


・管理体制の整備、強化





プールの安全標準指針　　　【H19.3.29制定】


（国土交通省・文部省　通知）





※　学校プール等については、文部科学省の通知により管理が行われている。





◎　採暖槽について浴場と同等の管理





◎　安全に関する基準の制定





改正の観点





改正の背景





法律による規制なし





遊泳用プールの衛生基準について


（厚生労働省生活衛生課長通知）


H13.7.24改正通知





国の遊泳場に関する規定（旧）





◎国の規定との整合


◎規制の強化、明確化


（大阪府の規定の整備）





条　　例


通　　知








